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友を信じるから、ありのままの私を、
　　嘘のない思いを、そっと差し出せる。

説教でもなく、 証しでもなく、 講演、 研究発表、 報告会でもない。聴きたかったのはありの
ままの声、 あるがままの生。 東京西部にある教会に集った青年たちが、 その 「生」 の現場か
ら信仰者としての自身の 〈リアル〉 を語り、 友らによって丁寧に傾聴された、 貴重な記録。

いのちの言葉を交わすとき
― 「青年の夕べ」感話集

飯島 信 ［篇著］
日本基督教団 小高伝道所（浪江伝道所兼務）牧師

刊行の言葉
生を課題として生きる ― 序に代えて　飯島　信

１　謙遜は体に悪い　　一木　真
２　「隣人を自分のように愛しなさい」とは？　　阿部詩音
３　自分らしさと自分の十字架　　濵田香苗
４　存　在　　光永　豊
５　25 歳のリアルと神の国の実現　　湯田大貴
６　自分を知るということ　　林　友実
７　尊重と正義　　江村悠子
８　労苦を通して主を知る　　諏訪園 ジェイク実

９　バランスをとらない　　髙橋紀渚
10　出会いと祈り　　藤田琴子
11　等身大の自分を生きるために　　江川裕士
12　境界を越えて　　植松真琴
13　恐れと力の福音　　湯田大貴
14　傷、癒し、赦しについて　　阿部詩音
15　ほんとうに求めたい道　　すずき りさ

あとがき
資料 1「青年の夕べ」感話集の記録
資料 2「キリスト教の深いこの世性」と教会に想う　　飯島　信

10 月 30 日刊行予定
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